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プログラム委員長  熊倉純子

１．日　　時
２０１０年１月９日（土）午後（分科会・予定）


　　　　　　１０日（日）午前（分科会・予定）、午後
２．場　　所　　東京藝術大学　千住キャンパス

(北千住駅から徒歩4～10分：JR常磐線/地下鉄日比谷線・千代田線/東武伊勢崎線/つくばエクスプレス)

３．研究発表（分科会）

　本年度の大会では、座長がテーマを掲げ、研究発表者たちとともに分科会全体で議論を深めることを試みます。みなさんの現在の研究は、これらのテーマにどこかで繋がる部分がないでしょうか？新たな切り口で研究を捉えなおし、異なった観点から議論の俎上に載せることで、次の展開の可能性を見出す機会になれば幸いです。みなさんのご応募をお待ちしています。


■テーマ１「行政構造改革と文化政策の実践を考える」
座長：小林真理（東京大学）
行政構造改革（独立行政法人化、指定管理者制度、公益法人改革、行政評価等）が文化政策分野について与えた影響などに関する発表を期待します。議論を通じて、この領域に固有の問題点を抽出し、政策実践における問題提起ができればと考えています。

■テーマ２「文化政策を歴史的に捉え返して現代の問題を考える」
座長：小林真理（東京大学）
現在の文化政策のルーツを明らかにするために、歴史的な事象を検証する発表を募集します。

■テーマ３：「わが国における非営利経営の発展に向けて」
座長：片山泰輔（静岡文化芸術大学）
公益法人改革や分権改革等の流れのなかで、ますますその役割に注目が集まる民間非営利団体ですが、文化の領域ではその経営はまだまだ脆弱です。経営強化のための環境整備や支援策のあり方について、国際比較等の視点もまじえつつ議論するための示唆を与える研究を募集します。


■テーマ４「政策の中の芸術・文化」
座長：桧森隆一（嘉悦大学）
文化政策ではなく、産業経済政策、都市政策、福祉政策などさまざまな政策の下で、芸術・文化がどのような役割を果たしてきたのか、どのように利用されてきたのかを検証したいと思っています。諸政策の中での利・活用が、芸術・文化に何をもたらしたのかを解明するような発表を期待します。

■テーマ５「文化振興と格差」
座長：友岡邦之（高崎経済大学）・熊倉純子（東京藝術大学）
芸術活動は単純な平等主義となじまない部分があるはずですが、それに対する公的支援をどう評価したらよいのでしょうか。また社会的包摂を念頭に置いた文化支援策は本当に理念通りに機能しているのでしょうか。さらに、都市部と地方の文化的格差の拡大など、さまざまな切り口からの発表を期待します。

■テーマ６「舞台芸術と政策／政治」
座長：藤井慎太郎（早稲田大学）
今日の舞台芸術は、助成金制度を抜きにして語ることができないほど文化政策と密接に結びついています。しかし、芸術の保護ないし特権の付与は、かつては検閲や劇場開設の自由の制限などの規制と不可分でもあり、今日でも国民共同体の文化的優位性やローカルな共同体の統合の象徴や手段として機能することが求められてもいます。反面、舞台芸術、とりわけすぐれて集団性の芸術である演劇においては、しばしば芸術の創造的行為自体が政治的行為として認識され、劇場の舞台は共同体を表象＝代表する政治の舞台としても機能してきました。このような問題意識に絡む研究発表を通じて、舞台芸術と政策／政治の複雑な関連を考察したいと思います。

■テーマ７「自治体文化政策の目的・主体・手段～分権の時代にふさわしい自治体の振興条例や政策のあり方」
座長：曽田修司（跡見学園女子大学）
地方自治体の文化政策について、誰が、何のために、どのようにそれに関わるのかについて分析し、問題提起する研究を期待します。これまでの文化行政においては、行政が施設（ハードウェア）をつくり、そこでハイアートを提供（配給）するとともに、施設を地元文化団体の利用に供する、という定型がありました。これから地方自治体が文化振興条例（あるいは基本方針、ヴィジョン、アクションプランなど）をつくろうとする場合、その定型から先に踏み出そうとしているのか、また、その場合の有効性や問題点などについて議論できる場になるとよいと思います。

■テーマ８「文化外交・国際文化交流と文化政策」
座長：川村陶子（成蹊大学）

文化外交や国際文化交流は、しばしば一般的な文化政策とは異なる主体によって実践されています。しかし、文化庁傘下に設置検討中の「国立メディア芸術総合センター（仮称）」と外務省のポップカルチャー外交、両者の推進論の重なり合いにみられるように、対外的・国内的な文化政策は表裏一体の関係にあります。前衛書道や舞踏・和太鼓のように、海外での文化紹介事業で評価されたアートが国内で「伝統文化化」していく例、自治体の多文化共生・国際交流で芸術イベントが活用される例など、国際・国内文化政策はさまざまなところでつながっています。この分科会では、文化政策の国際的側面に着目した発表を募り、「国際」「国内」の枠を越えた文化政策の意義や問題点について検討します。時代や国・地域、政策主体のレベルは問いません。国際・国内の一方に重点を置いた報告、両者にまたがった内容の報告、どちらも歓迎です。
■テーマ９「文化事業が（地域）社会や政策にもたらした影響」
座長：熊倉純子（東京藝術大学）

アートプロジェクトや音楽祭、演劇祭、映画祭など、さまざまな文化事業が世界各地で開かれています。交流人口の増加や経済効果のほかに、文化事業は地元にどのような影響を与えているのでしょうか？地元市民や自治体との関係の変容など、これからの地域政策と文化事業の関係に問題提起をおこなうような発表を期待します。
■自由テーマ
上記のテーマ以外の発表も、応募可能です。
・応募いただいた研究発表の採否については、プログラム委員会にご一任ください。

・応募数によって、いくつかのテーマが統合されることもあります。

４．発表申込締切　１０月１日（木）１７時

５．予稿原稿締切　１１月３０日（月）１７時

（予稿の執筆要項はご発表の可否をご連絡する際にお知らせします。）

＊＊　若手ポスターセッションは、別紙のポスターセッション募集要項を参照下さい

申込方法

　所定のフォームに記入し、事務局まで電子メールにてお申込ください。申込フォームは、学会Webサイトでダウンロードできます。
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